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平成23年１月（第46巻３号）
都民連だより

ホ ッ ト コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ＆ レ ポ ー ト

都民連
だより １月

高校生による 
ボランティア研究部

若い力

△ 収集ボランティアで集めた
ペットボトルのキャップや使
用済み切手は、途上国の人々
の健康向上や医療協力の資金
として役立てられます。

文化祭では活動の様子を分かり
やすく紹介するためにビデオや、
写真・パンフレットを展示する
等さまざまな工夫をしています。

△

△
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若い力

「ウェブボランティアで 
途上国支援」

斉藤　宏
（東京都立新宿山吹高等学校
ボランティア研究部顧問）

　本校は20年前に創立され、無学年
制で単位制、普通科のほかに専門情
報科を持ち、制服や行事への参加も
自由な他にない学校です。４部制で
放課後はないため、部活動は授業を
行っていても自分の空き時間に参加
します。
　ボランティア研究部の生徒は途上
国の子どもたちを支援しています。
その理由は、子どもたちが見せてく
れるまぶしいぐらいの笑顔と、厳し
い環境の中でも耐えながらひたむき
に生活し、努力する姿に共感を覚え、
自分たちも元気をもらえるからです。
　部活動のテーマは「高校生にでき
る国際ボランティアは何か」。イン
ターネットを利用した「ウェブボラ
ンティア」を実施しています。情報
科の特性を生かし、ブログを立ち上
げ、フェアトレード商品について調
べ、自分たちの言葉で紹介していま
す。紹介した商品をアクセスした
人が購入することで、部にポイント
が入る仕組みです。商品が売れると
途上国には売上げの一部が還元され、
さらに部に入ったポイントでも支援
できるので、二重の貢献となります。
　毎年、12月の文化祭で発表する
場がありますので、是非お越しくだ
さい。

　

十
二
月
の
一
斉
改
選
後
、
都
民
連
の
会
長
、
副
会

長
、
常
務
委
員
、
常
任
協
議
員
が
次
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
。

事業通信

前
列
（
右
か
ら
）

中
田　

貢
弘
（
足
立
区
）

田
邉　

紀
行
（
杉
並
区
）

大
森　
　

猛
（
世
田
谷
区
）

平
井　

宥
慶
（
文
京
区
）

古
橋　

義
弘
（
港
区
）

後
列
（
右
か
ら
）

山
下　

忠
義
（
羽
村
市
）

坂
元　

綾
子
（
西
東
京
市
）

中
村　

幸
子
（
国
立
市
）

長
谷　

瑞
英
（
調
布
市
）

　

常
務
委
員
は
、
常
任
協
議
員
の
う
ち
、
九
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
長
・
副
会
長
と
と
も
に
常
務
委
員
会
を
組
織
し
、

本
会
事
業
の
企
画
・
準
備
等
を
話
し
合
い
ま
す
。

常
務
委
員

決
意
も
新
た
に

 

東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会
会
長　

福ふ
く

田だ　

豊ほ
う

衍え
ん

（
目
黒
区
）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
の
一
斉
改
選
に
お
い
て
、
都
民
連
会

長
に
推
挙
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
改

選
で
は
都
内
で
一
二
四
の
定
数
増
が
あ
り
、

二
千
人
を
超
え
る
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
単
位
民
児
協
数

も
七
増
と
な
り
、
活
動
基
盤
の
拡
充
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
都
お
よ
び
区
市
町
村
関
係
者
の

ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
、
無
縁
社
会
と
か
孤
立
・
孤
独
と
呼

ば
れ
る
時
代
に
な
っ
て
、
援
護
を
必
要
と
す

る
方
々
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
い
ま
こ
そ
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
要

で
あ
る
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
真

骨
頂
を
示
す
時
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
決
意
も
新
た

に
、
力
と
知
恵
を
結
集
し
て
、
地
域
社
会
で

の
支
え
合
う
関
係
を
構
築
し
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
土
地
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
ひ
た
む
き
に

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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活動記録の活用方法と
　　報告の流れをご紹介します

活 
動 記 録

あ

 れ こ れ

【ご自身の活動に役立てましょう】
　活動記録は、国から公表され、民生児童
委員に関係の深い各種福祉施策の企画・立
案に活用されています。その他、とくに
日々の活動を記入することで、情報の整理
や振り返り、対応しているケース等につい
ても分析が行え、今後の課題や活動の方向
性も見いだすことができます。また、感覚
でなく数字で担当区域の特徴や傾向も見え、
民児協でも活動目標や研修に生かすことが
できます。

【活動記録の始まり】
　「活動記録」は、昭和36年に
当時の厚生省報告例に「民生委
員・児童委員の活動状況」が加
えられたことから、件数を報告するために
「活動メモ」が作成されたのが始まりであり、
今年で50年目を迎えます。

※「福祉行政報告例」は、厚生労働省のホームページ（http://www.mhlw.go.jp/）をご覧ください。
※提出日や提出方法は、上記の目安に沿って、各地区ごとに決められていますのでご確認ください。

民生児童委員
会長

（単位民児協）

民生児童委員所管部（課）

（区市郡支庁民児協）

都民連

東京都

（福祉保健局）

厚生労働省福祉行政報告例 

として公表

活動件数 集計報告書を翌月 10 日までに提出

翌月 15 日までに提出

月報・半年度報・年度報を提出

翌月 20 日までに提出

副　
会　
長

　

副
会
長
は
、
区
部
二
名
、
市

部
三
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
を
補
佐
し
、
そ
の
職
務
を

代
理
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
。

若
月　

曠
義
（
千
代
田
区
）

安
達　

征
太
（
中
央
区
）

貫
名　

通
生
（
新
宿
区
）

藤
田　

和
弘
（
台
東
区
）

吉
田　

政
美
（
墨
田
区
）

伊
藤　

敏
子
（
江
東
区
）

石
川　

政
則
（
品
川
区
）

吉
野　

鷹
夫
（
大
田
区
）

岩
田　

利
延
（
渋
谷
区
）

伊
東　

良
昭
（
中
野
区
）

荒
木　

正
信
（
北
区
）

笠
島　

伸
介
（
荒
川
区
）

河
野　
　

寛
（
板
橋
区
）

三
橋　

道
子
（
練
馬
区
）

田
中　

和
夫
（
江
戸
川
区
）

佐
々
木
武
麿
（
八
王
子
市
）

福
本　

行
廣
（
立
川
市
）

小
美
濃
純
彌
（
武
蔵
野
市
）

向
井　

百
重
（
三
鷹
市
）

川
島　
　

正
（
青
梅
市
）

江
田　

子
（
府
中
市
）

安
谷　

寛
子
（
昭
島
市
）

内
田　
　

晃
（
町
田
市
）

山
田　

哲
道
（
日
野
市
）

大
原
喜
美
子
（
東
村
山
市
）

藤
原　
　

勝
（
福
生
市
）

市
川　
　

衛
（
狛
江
市
）

坪
池　

正
春
（
東
大
和
市
）

池
永　

和
子
（
清
瀬
市
）

鈴
木
久
佐
子
（
東
久
留
米
市
）

杉
田　
　

貞
（
武
蔵
村
山
市
）

伊
藤　

雅
子
（
多
摩
市
）

最
勝
寺
常
生
（
稲
城
市
）

中
村　

興
毅
（
あ
き
る
野
市
）

池
田　
　

弘
（
西
多
摩
郡
）

木
村　

市
郎
（
大
島
支
庁
）

早
川
マ
ス
子
（
三
宅
支
庁
）

沖
山　

智
德
（
八
丈
支
庁
）

茂
木　

雄
二
（
小
笠
原
支
庁
）

　

常
任
協
議
員
は
、
各
区
市
郡
支
庁
民
児
協
会
長
（
い
わ
ゆ
る
代
表
会
長
）
の

方
々
で
す
。
常
任
協
議
員
会
で
は
、
本
会
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

常
任
協
議
員

寺
田　

晃
弘

 

（
豊
島
区
）

大
谷　

隆
興

 

（
葛
飾
区
）

芳
須　

保
行

 
（
小
金
井
市
）

市
東　

和
子

 

（
小
平
市
）

森
田　

林
三

 

（
国
分
寺
市
）
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大
会
宣
言
【
前　

文
】

　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
と
い
う
、
社
会
構
造

の
大
き
な
変
化
の
渦
中
に
あ
っ

て
、
家
族
や
地
域
の
き
ず
な
の

希
薄
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

今
夏
、
東
京
の
一
家
庭
の
事
件

を
発
端
と
し
て
、
全
国
に
波
及

し
た
高
齢
者
の
所
在
不
明
問
題

は
、
長
寿
社
会
の
負
の
側
面
を

改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
、
社
会

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
ま

た
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

も
深
刻
さ
を
増
し
、
痛
ま
し
い

児
童
虐
待
が
後
を
絶
た
な
い
な

ど
、
家
庭
や
地
域
で
の
子
育
て

力
の
低
下
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
こ
そ
、
こ
う
し
た
問
題
を

乗
り
越
え
、
す
べ
て
の
地
域
住

民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社

会
の
実
現
が
、
一
層
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

環
境
を
創
り
出
し
、
同
時
に
高

齢
者
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
「
す
ま
い
」
の
確
保
を
着

実
に
進
め
て
い
く
な
ど
、
地
域

住
民
の
日
々
の
暮
ら
し
を
揺
る

ぎ
な
く
支
え
る
様
々
な
仕
組
み

を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
東
京
都
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
は
、
常
に
住
民
の
立
場
に

立
ち
、
住
民
に
寄
り
添
い
、
地

域
住
民
の
福
祉
的
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

る
た
め
、
先
駆
的
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
近
年
、
地
域

福
祉
を
め
ぐ
る
課
題
が
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
。

　

今
後
の
活
動
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
社

会
に
お
い
て
、
住
民

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
含
め
た
「
新
た

な
支
え
合
い
」
の
仕

組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
中
、
住
民
と

行
政
の
架
け
橋
で
あ

る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域
住
民
や
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児

童
相
談
所
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
、
学
校
、
福
祉
事
務

所
等
の
関
係
機
関
と
一
層
緊
密

に
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
地
域
住
民
の
期
待
に
応

え
、
社
会
的
使
命
を
果
た
す
た

め
に
、
基
本
的
人
権
へ
の
配
慮

や
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど

日
常
活
動
の
基
本
を
遵
守
し
、

今
後
と
も
地
域
福
祉
の
推
進
の

た
め
積
極
的
に
活
動
し
て
い
く
。

　
そ
の
た
め
、
以
下
の
重
点
課

題
を
定
め
、
そ
の
達
成
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
す

る
。

　　第64回東京都民生委員・
 児童委員大会宣言

　

第
64
回
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
が
、
昨
年
十
一
月
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
都
内
の
約
千
八
百
名
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
民
生
児
童
委
員
活
動
を
長
く
続
け
ら
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
と
、
東
京
都
の
民

生
児
童
委
員
活
動
の
指
針
と
な
る
大
会
宣
言
の
採
択
を
し
た
後
、
児
童
虐
待
の
現
状
に
つ
い

て
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
の
丸
山
浩
一
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
は
、
大
会
宣
言
の
全
文
と
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
し
い
仲
間
と
と
も
に
、

 
相
談
さ
れ
た
方
の
思
い
を
反
映
し
た
支
援
を

特 集

満員の会場に響く大会宣言 

（柴山義光前常務委員：港区）

新
た
な
支
え
合
い
の
中
で

果
た
す
役
割
と
は

　

大
会
宣
言
は「
前
文
」と「
重

点
課
題
」（
左
頁
参
照
）
の
二

本
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
文
で
は
、
最
近
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
取
り
巻
く
状

況
を
踏
ま
え
た
今
後
の
決
意
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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す
べ
て
の
住
民
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

　

昨
年
夏
、
都
内
の
一
家
庭
が

発
端
と
な
っ
た
高
齢
者
所
在
不

明
問
題
は
、
瞬
く
間
に
全
国
に

広
が
り
ま
し
た
。
喫
緊
の
課
題

と
い
え
る
地
域
で
の
孤
立
に
対

し
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
生

活
困
窮
者
や
障
が
い
者
な
ど
す

べ
て
の
住
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
安
否
確
認
や
訪

問
活
動
な
ど
を
通
じ
て
地
域
実

情
の
把
握
に
一
層
努
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
孤
立
を
な
く
す
た
め

に
は
、
住
民
や
関
係
機
関
と
の

顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
も
有
効
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
よ
り
効
果
的
な
民
生
児

童
委
員
活
動
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で

す
。
本
会
で
は
二
十
二
年
度
よ

り
民
生
児
童
委
員
の
普
及
・
啓

発
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
元
民
児
協
で
も
、
工
夫
さ
れ

た
Ｐ
Ｒ
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
痛
ま
し
い
児
童
虐

待
の
ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
青
少
年
の
非
行
や
ひ
き

こ
も
り
な
ど
も
深
刻
さ
を
増
し
、

児
童
を
取
り
巻
く
状
況
は
非
常

に
憂
慮
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
伸
び
伸
び
と
成
長
で
き
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
る
子
育

て
支
援
活
動
や
登
下
校
時
の
声

掛
け
運
動
な
ど
、
親
子
と
の
積

極
的
な
か
か
わ
り
を
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

活
動
の
基
本
の
遵
守
と

お
互
い
に
支
え
合
う
組
織
活
動

　

地
域
で
孤
立
し
て
い
る
住
民

を
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
る
よ
う
に
支
援
す
る
上

で
は
、
相
談
さ
れ
た
方
の
基
本

的
人
権
の
尊
重
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ

た
個
人
情
報
の
適
切
な
活
用
に

も
十
分
配
慮
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
民
児
協
と
し
て
確
認
す

る
こ
と
と
併
せ
て
、
情
報
を
共

有
す
る
関
係
機
関
や
団
体
と
協

議
し
、
活
用
方
法
を
申
し
合
わ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

一
斉
改
選
を
経
て
、
各
地
区

で
は
新
た
な
仲
間
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
各
自
が
活

動
に
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
め

る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
が
培
っ
て

き
た
豊
富
な
知
識
や
経
験
か
ら

学
び
合
い
、
協
力
し
合
い
な
が

ら
活
発
な
民
児
協
活
動
を
展
開

し
、
相
談
者
の
思
い
を
反
映
し

た
支
援
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

第
64
回
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会　
大
会
宣
言

【　
重　
点　
課　
題　
】

一　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
住
民
が

孤
立
せ
ず
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
実
情

の
把
握
に
一
層
努
め
、
住
民
や
関
係
機
関
と
の
顔
の
見

え
る
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

一　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
子
育
て
家
庭
と
積
極
的
に
か

か
わ
り
、
児
童
虐
待
や
非
行
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
予

防
と
早
期
発
見
に
努
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち

が
安
全
・
安
心
に
成
長
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

一　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
や
個
人
情
報
の
適
切
な

活
用
に
配
慮
し
、
相
談
さ
れ
た
方
の
思
い
を
反
映
し
た

支
援
を
心
掛
け
る
。

　
一　

一
人
ひ
と
り
の
委
員
が
意
欲
を
持
っ
て
円
滑
に
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
し
い
仲
間
と
と

も
に
そ
れ
ぞ
れ
が
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
も
と
に

協
力
し
て
、
よ
り
活
発
な
民
児
協
活
動
を
展
開
す
る
。

都民連川尻
前会長の
主催者
あいさつ

日本の四季を
歌う「練馬区
合唱団・ヴォー
ル（ドイツ語で
福祉の意味）」 
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利
用
者
か
ら
見
た
介
護
保
険
制
度
の
課
題

　
　
　

―

介
護
保
険
利
用
者
の
声
ア
ン
ケ
ー
ト―

　

現
在
、国
で
は
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、東
社
協
で
行
っ
た
介
護
保
険
利
用
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
制
度
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

東
社
協 

コ
ー
ナ
ー

　

東
社
協
介
護
保
険
居
宅
事
業
者
連
絡

会
は
、
平
成
22
年
７
月
20
日
〜
８
月
13

日
、
東
社
協
会
員
事
業
所
経
由
で
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

上
で
の
課
題
な
ど
を
把
握
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
（
回
答
数

６
４
１
件
、
回
収
率
20
・
１
％
）。

　
「
不
都
合
な
こ
と
や
不
便
な
こ
と
」

の
設
問
で
は
３
割
の
方
が
「
通
院
時
、

病
院
内
で
の
介
助
は
介
護
保
険
外
と
な

り
負
担
が
大
き
い
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
「
通
院
時
に
病
院
内

も
介
護
保
険
で
賄
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
く
と
経
済
面
で
助
か

る
」、「
通
院
時
、
病
院
内
で
も
一
人
で

移
動
で
き
な
い
の
で
介
助
は
必
要
で

す
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
サ
ー
ビ
ス
時
間
が
短
い
の

で
お
願
い
し
た
い
こ
と
も
我
慢
し
て
い

る
」
と
の
回
答
や
「
家
族
が
働
い
て
い

た
り
体
調
が
悪
か
っ
た
り
し
て
家
事
が

で
き
な
く
て
も
、
同
居
し
て
い
る
と
調

理
や
掃
除
な
ど
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
に
く
い
」
と
の
回
答
も
３
割
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
介
護
の
院
内
介
助
に
つ
い
て

は
「
基
本
的
に
は
院
内
の
ス
タ
ッ
フ
に

よ
り
対
応
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、
場
合
に
よ
り
算
定
対
象
と
な
る
」

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
居

家
族
が
い
る
場
合
の
生
活
援
助
に
つ
い

て
も
「
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

個
々
の
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
具
体

的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
区
市
町
村
に
よ

る
判
断
が
ま
ち
ま
ち
で
、
必
要
で
あ
っ

て
も
利
用
で
き
な
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

東
社
協
介
護
保
険
居
宅
事
業
者
連
絡

会
で
は
、
調
査
結
果
を
受
け
て
「
利
用

者
や
家
族
の
状
況
に
合
わ
せ
、
適
切
な

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
い
た
臨
機

応
変
、
柔
軟
な
対
応
を
認
め
る
こ
と
」

「
介
護
保
険
外
の
見
守
り
体
制
等
を
構

築
す
る
こ
と
」
等
を
提
言
と
し
て
ま
と

め
、
国
、
東
京
都
、
区
市
町
村
に
提
出

し
ま
し
た
。
今
後
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
、
ま
た
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
介
護
保
険
制
度
を
目
指
し
て
活

動
を
続
け
ま
す
。

TEA 
ROOM

　
「
こ
れ
が
一
番
の
お
気
に
入
り
」

と
宗
像
さ
ん
が
見
せ
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
、
四
羽
の
う
さ
ぎ
が
月
を

見
上
げ
て
い
る
、
か
わ
い
ら
し
い

作
品
で
す
。

　

複
数
の
厚
紙
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

型
紙
に
合
わ
せ
て
切
り
抜
き
、
重

ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
立
体
的
に
仕

上
げ
て
い
く
切
り
抜
き
ア
ー
ト
。

こ
の
作
品
は
、
黄
色
い
台
紙
に
、

一
部
を
丸
く
切
り
抜
い
た
白
い
紙

を
置
き
、
う
さ
ぎ
の
か
た
ち
に
切

り
抜
い
た
グ
レ
ー
の
紙
を
重
ね
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
陰
影
に
よ
っ

て
立
体
感
を
生
み
出
す
た
め
、
色

の
組
み
合
わ
せ
は
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
区
の
広
報
で
講
座
の
案

内
を
目
に
し
、
強
く
心
を
引
か
れ

て
仲
の
よ
い
お
友
達
を
誘
っ
て
教

室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
刺
し
ゅ
う
や
造
花
作

り
な
ど
細
か
い
作
業
が
得
意
で
、

切
り
抜
き
ア
ー
ト
も
す
ぐ
に
夢
中

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
上
級
者
は
何
枚
も
の
紙
を
使
う

の
。
わ
た
し
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
」
と
話
さ
れ
ま
す
が
、
リ
ビ
ン

グ
に
飾
ら
れ
た
こ
の
作
品
は
ご
家

族
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
「
手
作
り
も
の
は
温
か
み
が

あ
っ
て
素
敵
で
し
ょ
う
。
仲
間
と

作
品
を
見
せ
合
う
の
も
楽
し
く
て
。

心
と
体
に
と
て
も
い
い
刺
激
を
与

え
て
く
れ
る
わ
」
と
生
き
生
き
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後

は
友
人
や
地
域
の
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
で
き
る
も
の
を
作
り
た
い
そ
う

で
す
。「
私
は
花
が
大
好
き
。
バ

ラ
の
花
に
挑
戦
し
た
い
」
と
次
回

作
へ
の
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

彩
り
豊
か
な 

　
　

切
り
抜
き
ア
ー
ト

宗む
な

像か
た　

良よ
し

子こ

さ
ん　

渋
谷
区
民
生
児
童
委
員
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● 

管
理
組
合
の
可
能
性

小
尾　

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
マ
ン
シ
ョ

ン
で
は
、
実
態
調
査
で
訪
問

し
て
も
入
口
の
扉
す
ら
開
け

て
も
ら
え
ず
、
様
子
も
分
か

ら
な
い
た
め
困
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
管
理
員
の
方
は
住

民
の
様
子
を
把
握
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

西
山　

マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

差
が
あ
る
も
の
の
、
管
理
組

合
の
理
事
長
は
、
国
土
交
通

省
の
標
準
管
理
規
約
に
お
い

て
名
簿
を
作
成
・
保
管
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

住
民
の
情
報
は
把
握
し
て
い

ま
す
。
孤
独
死
防
止
策
と
し

て
、
現
況
届
を
毎
年
役
員
が

配
布
・
回
収
し
、
対
話
す
る

こ
と
で
関
係
づ
く
り
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

小
尾　

積
極
的
な
名
簿
の
活
用

方
法
で
す
ね
。
ほ
か
に
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
り

ま
す
か
。

西
山　

緊
急
連
絡
先
・
掛
か
り

付
け
医
の
情
報
等
を
記
し
た

名
簿
を
作
成
し
て
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
を
行
っ
た
り
、

要
援
護
者
名
簿
を
作
成
し
組

合
役
員
が
保
管
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

小
尾　

管
理
組
合
と
い
う
と
、

建
物
上
の
管
理
を
イ
メ
ー
ジ

し
ま
す
が
、
自
治
会
に
近
い

取
り
組
み
も
あ
る
の
で
す
ね
。

西
山　

え
え
。
自
治
会
が
な
い

と
こ
ろ
も
増
え
、
ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
や
防
災
な

ど
の
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
、
規
約
が
改
正
さ
れ
、

管
理
組
合
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
業
務
が
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
会
社
委
託
（
※
）

で
も
最
近
で
は
電
球
交
換
や

ゴ
ミ
出
し
サ
ー
ビ
ス
等
を
提

供
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
自
治
会
が
あ
る

と
こ
ろ
で
も
、
そ
の
連
携
の

重
要
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

● 

民
生
児
童
委
員
と
の
連
携

小
尾　

訪
問
を
嫌
が
ら
れ
る
方

も
増
え
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま

い
の
方
の
見
守
り
が
難
し
く

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

西
山　

拒
否
さ
れ
る
方
は
私
た

ち
に
対
し
て
も
同
じ
で
す
。

そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
に
何

度
も
訪
問
し
て
信
頼
関
係
を

築
く
努
力
を
し
よ
う
と
、
確

認
し
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

孤
立
し
が
ち
な
方
も
、
マ
ン

シ
ョ
ン
内
に
信
頼
し
て
い
る

方
が
い
る
こ
と
が
実
は
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
方
を

把
握
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小
尾　

孤
独
死
や
認
知
症
の
課

題
に
対
す
る
危
機
意
識
は
互

い
に
同
じ
で
す
ね
。
連
携
し

て
見
守
る
た
め
に
、
ま
ず
は

管
理
組
合
の
役
員
の
方
と
信

頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

西
山　

は
い
。
情
報
は
提
示
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
一
緒
に
訪
問
す
る

こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
管
理
組
合
の
事

務
所
や
窓
口
、
も
し
く
は
理

事
長
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

管
理
組
合
を
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※管理の運営
管理の運営は、①自主運
営（役員が管理）と②会
社委託（管理員を派遣）
があります。②や、管理
事務所や受付がないと
ころでも、住民の一人で
ある管理組合理事長は
名簿を保管しています。

高齢者住宅支援員
東京都では、集合住宅の管理人や管理組合代表者等を対象に、
高齢者の課題や、地域の関係機関・団体について理解を促し、
高齢者への見守り等を広く普及させることを目的に、「高齢者
住宅支援員研修」を平成19年度から実施しています。

マンション住まいは９人に１人！
国土交通省によると、全国にあるマンションの総戸数は562万
戸を突破し、そこに居住する人口は約1,400万人と推定されて
います（平成21年度末）。約９人に１人がマンション住まいと
なります。

オートロックマンションが
増え、高齢者の見守り活動が
難しくなったと聞かれます。
今後もマンション住まいの
高齢者の増加が予想される
中、解決の糸口の一つとして、
管理組合との連携について
考えてみました。

●西山　博之　氏
NPO日本住宅管理
組合協議会理事長

●小尾 美智子
編集委員
調布市民生児童委員

ネットワーク対談

新しい課題にどう取り組むか
②オートロックマンションの高齢者の見守りの難しさをめぐって
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ノーマライゼーション
　障がい者も高齢者も子どもも、誰もが平等に人権が保障され、地域で当たり前に生活できる社会を
目指す考え方。住み慣れた地域で生活するグループホームやバリアフリーなども、こうした考え方の
一例といえる。1950年代、デンマークの知的障がい者の家族会の施設改善運動から生まれた理念。

福 祉 関 係 用 語 の 豆 知 識

ほ
っ
と
な
短
通
信

カット　中野 昭子さん

編集後記

　編集委員をお受けして３
年、当初の不安が嘘のよう
に過ぎようとしています。
　手に取って読んでいただ
ける紙面作りを一同心掛け
てきました。委員会を通じ、
角度の違う見方や考え方を
学びました。ご参加いただ
きました川尻前都民連会長、
松井前副会長、そしてご協
力いただきました事務局の
皆様に感謝致します。
 佐久間　由紀子

編集委員

小村　眞理（中 央 区）
佐久間由紀子（台 東 区）
金澤　欣子（大 田 区）
関口　嗣男（練 馬 区）
星谷　弘子（江戸川区）
小尾美智子（調 布 市）
原田　一郎（国 立 市）
牛草　カツ（小 平 市）
石川　　任（西多摩郡）

編集協力

松井　光子 （前都民連広報担当副会長）

発行・川柳あて先

東京都民生児童委員連合会
〒162-0823
新宿区神楽河岸1-1
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☎　03（3235）1163
FAX　03（3235）1169
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川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
　

募
集
内
容　

①
川
柳
（
未
発
表
の
も
の
）
②
氏
名
・
連
絡
先　

③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
必
要
な
場
合
）

　
　
　
　

応
募
方
法　

郵
送
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
都
民
連
事
務
局（
左
記
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

from 

都
民
連

「
お
い
ら
せ
町
民
児
協
・
都
民
連
役
員
と
の
意
見
交
換
会
」

　

去
る
十
月
八
日
、
青
森
県
の
お
い
ら
せ
町
民
児
協

の
皆
さ
ん
が
都
民
連
を
訪
問
さ
れ
、
本
会
役
員
と
の

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
い
ら
せ
町
で
は
、
昨
年
二
月
に
起
き
た
チ
リ
地

震
の
影
響
で
、
津
波
に
よ
る
避
難
警
告
が
出
さ
れ
た

際
に
、
要
援
護
者
の
安
否
確
認
や
、
避
難
指
示
等
の

緊
急
対
応
に
追
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
災
害
に
備
え
た
取

り
組
み
を
中
心
に
意
見
交
換
を

行
い
、
実
際
の
活
動
の
ほ
か
、

今
後
の
課
題
や
見
守
り
体
制
等

に
つ
い
て
も
活
発
な
話
し
合
い

が
で
き
る
な
ど
、
実
り
あ
る
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

from 
都
民
連

都
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
Ｐ
Ｒ
！

　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
去

る
十
一
月
十
四
日
開
催
さ
れ
た「
介

護
の
コ
ト
体
験
フ
ェ
ア
」
で
都
民

連
と
し
て
初
め
て
活
動
紹
介
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
介
護
に
携
わ
っ
て

い
る
家
族
の
方
や
職
員
、
学
生
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
委
員
（
※
）

の
呼
び
掛
け
に
、
来
場
者

の
四
分
の
一
に
あ
た
る
約
五
百
人
の
方
々
が
足
を
止

め
、
展
示
パ
ネ
ル
を
見
た
り
、
委
員
に

質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。「
い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
感
謝

の
言
葉
や
、「
困
っ
た
と
き
に
は
相
談
し

た
い
」
と
の
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

※　

当
日
は
、平
成
二
十
二
年
度
に
設
置
し
た
、普
及・啓
発
委
員
会
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

from 

都
民
連

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
川
柳
を
ご
紹
介

人
の
た
め　

動
け
る
自
分　

幸
せ
者

足
立
区　

海
老
名
佳
子

木
枯
ら
し
に　

独
り
身
寒
さ　

案
じ
て
る

詠
み
人
知
ら
ず

お
互
い
に　

元
気
で
い
ま
し
ょ　

も
う
少
し

江
戸
川
区　

柏
良
江

相
づ
ち
の　

重
さ
軽
さ
で　

心
よ
む大田

区　

木
む
ら

選　

都
民
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！


